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社会福祉法人 新川会 事業計画 

 

１ 法人の目的 

多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫

することにより、利用者が、障害者でない者と等しく基本的人権を享有する個人としての

尊厳にふさわしい日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援することを目的と

して、次の社会福祉事業所を経営する。 

（１）障害者支援施設（施設入所、生活介護、短期入所、日中一時）の経営 

① 四ツ葉園 

（２）多機能型事業所（就労継続支援 B型、生活介護、日中一時）の経営 

    ① つつじ苑 

    ② さつき苑 

    ③ 雷鳥苑 

（３）就労継続支援 B型事業所の経営 

① 工房よつば 

（４）相談支援事業所（一般相談支援、指定特定相談支援、指定障害児相談支援）の経営 

    ① 新川会地域相談支援室 

（５）共同生活援助事業所の経営 

    ① まえざわの家 

    ② かわはらだの家 

    ③ つつみだにの家 

    ④ 第２つつみだにの家 

 

２ 基本理念 

“明るい笑顔があふれるところ” 

利用者一人ひとりの思いは様々です。お一人ひとりの思いに真摯に心を傾けることか

ら支援を始めます。そして、支援の過程の中で利用者・支援者共に相互のふれあいをとお

して心をかよわせ、共感し、学びあいながら人として成長し、自立への夢と希望を持ち続

け、自分らしく生きることを実現したいと思います。そのため、地域の人々に親しまれ、

信頼される、開かれた施設づくりを実践します。 

 

≪支援者の心構え≫ 

障がいのある人たちが、障害者でない者と等しく基本的人権を享有する個人としての

尊厳が守られ、幸福な人生が享受できるよう支援することが、私たちの責務です。そのた

め、私たちは福祉職員としての倫理観と専門性を高め、自らの使命を誠実に実行しなけれ

ばなりません。 

（１）命の尊厳 

私たちは、障がいを有する人たちの一人ひとりを、ともに生きる存在として共感し合 

い人間愛と奉仕の心で接します。 

（２）人権の擁護 

私たちは、障がいのある人たちに対する、あらゆる人権侵害をなくするために行動し、  

人として権利を守ります。 

（３）個性の尊重 
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私たちは、障がいのある人たちの、自分らしい生き方を尊重し、その可能性を信じて  

支援にあたります。 

（４）社会への参加 

私たちは、障がいのある人たちが、地域の構成員の一人として、自立した暮らしが選 

 べるよう必要な福祉資源の充実と支援に努めます。 

（５）専門的支援 

私たちは、自らの専門的役割と使命を果たすために、常に研鑽を続け、障がいのある 

人たち一人ひとりが自分らしい暮らしを送れるよう支援します。 

 

３ 基本方針 

  基本理念を達成するため、次のとおり具体的な取り組みを行い、一人ひとりのニーズに

即した一貫した支援の継続により、利用者の方が自分らしい生活を実現できるよう努め

ます。 

（１）「個別支援計画」に基づく支援 

   事前の「サービス等利用計画」と市町村の支給決定を受け、その上で、利用者の意向 

等により、重要事項説明書等、説明と同意の上、サービス利用の契約を行います。 

   ①サービス管理責任者の指導のもと、「個別支援計画」を策定し、目標の達成に努め

るとともに、職員間の共通の理解と情報の共有を図り、事業所として適正で、一貫

性のある支援ができるよう努めます。 

   ②「個別支援計画」の策定にあたっては、「サービス等利用計画」の他、利用者の人

権、人格を尊重し、心身の状態、環境、家族の希望等、十分なアセスメントを行い、

利用者の立場に立った具体的サービスの提供と支援に努めます。 

   ③「個別支援計画」について、利用者はもちろん、家族（保護者・後見人）に対する

説明と同意に基づき支援を行うとともに、定期的に支援の見直しや改善を行い、支

援の向上を目指します。 

（２）サービスの質の向上 

   ①あらゆる場面、あらゆる機会をとおして、利用者の思いに真摯に向き合うとともに

保護者の希望にも適切に対応できる信頼関係を築きます。 

   ②ボランティアや施設実習生、関係機関等の外部の意見や批判等についても真摯に

受け止め、サービスの向上に努めます。 

   ③事故及び「ヒヤリハット」報告について、検証を行い、経験と教訓を蓄積すること

によって、支援体制や方法を改善します。 

（３）人権の擁護 

   事業所における、人権侵害、虐待が生じることのないよう、あらゆる機会を捉え、具

体的事例について相互に意見を交わし、常に利用者主体の開かれた事業所運営を行い

ます。 

（４）職員の資質の向上 

   ①法人の基本理念について、その重要性について職員自らが自覚し、職員がこの基本

理念に基づいた社会福祉事業の推進を図れるよう資質の向上に努めます。 

   ②年間研修計画に基づいて、内外の積極的に参加し、福祉職員としての倫理観や、専

門的な知識の習得等、そのレベルアップを図ります。 

   ③事業の実施に必要な各種の資格の取得及び受講等に関して、積極的且つ計画的に

支援します。 

（５）実習生の受け入れ 
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   将来、福祉職場を目指す実習生に、施設の役割や仕事の内容について、体験し学習す

る機会を提供し、将来の福祉人材の育成を図ります。 

（６）ボランティアの受け入れと地域交流 

   ①地域の福祉・教育及び各分野の団体・個人のボランティアを積極的に受け入れ、障

がい者への理解、施設への理解を広めます。また、ボランティアから得られる様々

な意見、情報を施設の事業の活性化に活かしていきます。 

   ②利用者の地域奉仕活動を工夫し、障がい者の社会的参加と交流の機会を広げます。 

（７）法人の組織、運営体制及び年間行事計画等 

   別紙のとおり 

 

４ 平成３１年度重点目標 

（１）サービスの質の向上を図りながら、「働き方改革」を進める 

  ・業務の見直し（分析）を図り、仕事の無駄を省き、効率化を図る 

（２）法人の社会貢献として、立山町社会福祉法人連絡会（Ｈ31年 2月発足）、上市町社会 

福祉法人連絡会（Ｈ31年度中に発足予定）への参画 

（３）滑川市福祉センターの改修に伴うつつじ苑の要望の取りまとめ（６～７月までに） 

（４）滑川・中新川圏域の地域生活支援拠点等の整備への協力 

（５）健康で安全な生活の領域 

・防災対策の充実と健康管理の拡充 

（６）いきいきとした生活が送れる環境の領域 

・居住系利用者の外出の機会の増加及び住環境の設備 

（７）利用者の権利擁護と主体性の尊重の領域 

・計画相談の質の向上 

（８）職員の研鑽と連携の領域 

・自閉症や強度行動障害への対応力の向上と介護技術及び音楽療法技術の向上 

・新規採用職員向けの研修プログラム及び実習生指導要領の充実 

→人材の育成と確保 

（９）事業収入関係 

・新規利用者の受入れとモニタリング件数のアップ及び加算への対応や作業単価の高

い受託作業の開拓による事業収入のアップ 
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四ツ葉園 事業計画 

 

１ 基本方針 

  家族と離れて生活している利用者の方に、安心と安全が確保され、生き生きとした場の

提供に努め、利用者と職員のふれあいを通して、一人ひとりが目標に向かって、意欲的に

生活ができるよう支援します。 

 

（１）利用者一人ひとりの可能性や長所に焦点をあて、ライフステージに見合った利用者主

体の支援に取り組みます。 

（２）生活環境が安全、快適であるための配慮を行い、日々改善の視点を持ち、施設環境の

向上を目指します。 

（３）日中活動の充実や満足できる内容の提供に取り組み、意欲の向上を図ります。 

（４）社会自立に向けて、一人ひとりに合わせた個別的な配慮に努めます。 

（５）地域、利用者とのふれあいを通して障害への理解を深めるとともに施設での取り組み

について発信し、地域にひらかれた施設を目指します。 

（６）職員は、利用者との適切な関係を図り、サービスの質の向上と支援者としての資質の

向上に日々努めます。 

 

２ 支援計画と内容 

   従来の支援の継続の中で、支援の質的向上を目指し、今年度、下記の事項を重点課題

として支援を行います。 

   平成３１年度のアクションプランとして、個別支援計画を計画的に実行し、特に、利

用者と職員がふれあう機会に重点を置き、関係性の向上をテーマに取り組みます。 

 

（１）施設入所支援 

  自己実現が満たされることを利用者と職員が一緒に目指し、生活の主体者である

ことを実感できるように支援します。 

   ①生活環境 

    衛生的な環境、施設全体が家庭的な雰囲気作りに取り組み、精神活動が円滑に進む

ような生活空間作りの視点を持ち、環境向上に努めます。 

   ②食事 

    安心・安全な食事を目標に、嚥下の状態、誤嚥のリスクを月１回のケース会議の場

で職員同士が情報を共有し、事故意識を常に持ち続けるように取り組みます。また、

栄養士、看護師を含めた保健給食委員会を３ヶ月毎に実施し、現状と改善方法を検討

する場を設けます。 

③余暇支援 

    利用者の希望や要望に応じた、外出、買い物等がさらに活発になるように取り組み

ます。また、施設内での衣類訪問販売を定着させ、利用者が商品をゆったり選択する

機会を設けます。 

   ④安心・安全な暮らし 

    法定の火災を想定した避難訓練を年２回実施するとともに、内１回は、同敷地内の

「工房よつば」との合同訓練を行い、効果的な連携の在り方を話合います。 

   ⑤リスクマネジメント 
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    事故に至らなくても「ひやりはっと」した出来事への気づきを見過ごさず、月１回

のケース会議で虐待や不適切な支援に結びつかないように組織的に取り組みます。 

 

（２）生活介護 

    各班で野菜作りを継続します。自然豊かなロケーションを楽しみ、利用者が選び、

利用者と職員の共同作業の機会を設けます。 

   ①作業班 

    さらに野菜作りにチャレンジし、利用者、職員のスキルアップを目指します。また、

しいたけは「生しいたけ」と「乾燥しいたけ」、ハーブ栽培では「バジルソルト」の

メイン販売に取り組みます。 

   ②療育班 

    今年度は、高齢・加齢のグループのメニューについて重点的に取り組みます。個々

の身体機能や障害の支援度に合った運動、機能訓練、セラピー的なメニューの活性に

取り組みます。 

③日中活動の質の向上 

    作業療法士、音楽療法士による訪問指導を実施し、日中活動のさらなる向上を目指

します。また、メニューの充実が選択肢の充実につながるよう努めます。 

 

（３）職員資質の向上・人材育成 

   ①年２回支援課会議でグループワーク等、職員同士が様々な角度から意見を出し合

える話し合いの場を設け、利用者支援の見直しや改善に取り組みます。 

   ②研修内容を計画的にかつ内容を充実させ、専門職に対する意識とスキルの向上に

努めます。 

 

３ その他 

   ①実習生の受け入れ 

     人材確保が困難な時代ですが、従来同様、施設で働く喜びややりがいを実習生に

伝える機会を設けます。また、納涼祭や園祭を中心に学生（専門学校、大学等）

ボランティアの募集に力を注ぎ、障害者の理解と人材確保に努めます。 

②環境の整備 

     北側広場の整備を継続し、植樹と花壇整備に取り組みます。 

   ③業務の効率化 

     適切な人員配置、業務日課の見直し、課題の抽出・改善などに重点を置き、業務

改善の意識を持ち、改善に取り組みます。 
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地域生活相談室 事業計画 

 

１ 基本方針 

    障がい者が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるように、心身の状況及

びその置かれている環境等に応じて、意志及び人格を尊重し、適切な相談支援を行いま

す。その際、関係機関との連携を図り、障がい者・児とその家族に寄り添った支援に努め

ます。 

 （１）指定一般相談支援事業（県指定） 

  （２）指定障害児相談支援事業（市町村指定） 

 （３）指定特定相談支援事業（市町村指定） 

 （４）障害児等療育支援事業（県委託事業） 

 

２ 相談支援の内容 

 （１）指定一般相談支援事業 

      ① 生活相談 

      訪問、外来及び電話・メールによる相談支援 

      ② 就労相談 

      障害者雇用制度の利用等ハローワークと連携した就労支援 

      ③ 行政手続等の支援 

      障害手帳、障害年金等の申請 

      ④ 権利擁護 

        成年後見の手続、日常生活自立支援事業 

      ⑤ 地域移行支援 

            入所施設及び病院の長期入所者及び入院者の地域移行の計画と住居の確保等 

            地域生活に移行するための相談・支援 

      ⑥ 地域定着支援 

            単身等で生活する障がい者に対し、緊急訪問や相談等に応じ、常時の見守り 

            等を行い地域生活の継続を支援 

 （２）指定障害児相談支援事業 

      ① 障害児相談支援 

・サービス等利用計画（案）の作成と連絡・調整 

         ・継続サービス利用支援（モニタリング） 

   ② サービス担当者会議 

・サービス支給決定に係る情報の共有と利用の調整 

③ 進路支援  

            就学や就業に向けての移行がスムーズに行えるよう、相談や関係機関と連携 

      ④ その他、（１）①～④ 

 （３）指定特定相談支援事業 

   ① 計画相談支援 

      ・サービス等利用計画（案）の作成と連絡・調整 

         ・ 継続サービス利用支援（モニタリング）の実施によるきめ細やかな相談支 

援 
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      ② サービス担当者会議 

      ・サービス支給決定に係る情報の共有と利用の調整 

   ③ 病院や居宅介護事業所、教育機関等との連携と情報共有 

   ④ 行動障害等への専門性の高い支援の実施体制作り 

      ⑤ その他、（１）①～④ 

 （４）障害児等療育支援事業 

      ① 訪問療育等支援事業 

      ② 外来療育支援事業 

      ③ 施設支援療育等支援事業   ミュージック・ケアやレクリエーション指導等 

 

３ 関係機関との連携と地域福祉ネットワークの構築 

 （１）関係機関との連携を図りながら、障がい者の多様なニーズに向き合い、個々の障が 

 い者・児とその家族に寄り添った支援 

     ① 処遇困難事例に対するケア会議等の実施 

   ② 地域のサービス提供事業所とのサービス調整会議の開催 

 （２）地域自立支援協議会への参画 

      ① 関係機関及び事業所の連携 

      相談支援事業所間の連携と協議の場 

      ② 処遇困難事例に関する協議 

   ③ 地域福祉計画等ニーズの把握と改善  

地域生活支援拠点整備に向けた関係機関との役割分担 

     多様化するニーズに対し、関係機関や地域のサービス事業所間の連携 

 （３）社会啓発活動 

      ① 福祉のイベントへの参画・協力 

      ② ボランティアの参加促進と育成 
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新川会グループホーム 事業計画 

 

１ 基本方針 

  就労または就労継続支援などのサービスを利用している知的障がい者であって、地域

生活を営む上で一定の日常生活の援助が必要なものを対象として支援を行います。 

（１）暮らしのリズムを保ち、健康な暮らしの継続に努めるとともに、身辺や社会生活面で

の未自立の部分を補いながら社会人としての成長を見守ります。 

（２）日々の暮らしの中で一人ひとりの気持ちに寄り添い、体調管理や対人関係等の不安や

悩みに応える等、コミュニケーション能力の向上に努めます。 

（３）共同生活をとおして一人ひとりが地域での生活の仕方を学び、社会人としての意欲と

自信を育むよう支援します。また、休日や余暇の過ごし方について集団的、個別的に対

応した内容を提供します。 

（４）利用者が充実した日々が過ごせるよう、就労先や日中活動事業所と連携します。また、

利用者の心の支えとして家族との絆を大切にした支援を心がけます。 

（５）地域の福祉イベント等に参画し、住民とのふれあいをとおして障がいへの理解を深め

ます。 

 

２ 支援の領域と内容 

（１）安全・安心と健康 

      ① 避難・防災訓練と建物/設備の点検（法定点検等）※消防法等 

      ② 感染症の予防 

   ③ 医療管理と指導 

         生活習慣病の治療と予防及び服薬管理 

      受診・通院及び静養 

      高齢期を迎えた利用者への日常生活支援 

（２）身辺生活スキルの向上 

      ① 規則正しい生活と清潔な生活習慣の継続 

      ②  私物の管理及び衣類・日用品の整理・整頓 

      ③ 洗濯及び清掃  ※当番・係、個別 

（３）社会的生活の支援 

      ① 共同生活のルールとマナー 

      ② 金銭の使用（ショッピング）及び金銭管理（小遣い帳） 

      ③ 公共の場でのルールとマナーの習得 

     ④ 余暇の支援 

（４）就労（会社）及び通所サービス事業所との連絡・調整 

      ①  就労状況の把握（意見・要望）及び医療的対応（通院、病欠、静養） 

      ② 日中活動サービス事業所とグループホームの情報の共有と適正な対処。 

（５）ＰＤＣＡサイクルを大切にしたサービス提供のプロセス 

      ① 本人及び家族のニーズの確認 

      ② ６ヶ月に１度のモニタリングの実施 

 

３ ホームの管理・運営 

（１）定例打合会の実施（各ホーム毎 月末） 
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      ① 月間の勤務、日程・行事の確認 

      ② 食費（食材費）、小遣いの授受 

      ③ 利用者間の対人関係についての理解と統一的な対応 

（２）世話人の研修の実施 

      ① ホームでの個々の利用者の言動について、一緒に考え、適切なアドバイスを行 

    い、入所者に対する理解とスキルアップを図ります。 

      ② 先進施設の訪問等をとおして学びの機会を設けます。 

   ③ 障害者虐待防止や権利擁護についての研修会に積極的に参加します。 

 

４ ホームのバックアップ体制 

（１）生活支援員による休日の支援 

   ① 利用者の昼食の提供  

            生活支援員による簡単な調理の仕方について指導 

      ② 生活の知識と技能の伝授 

            寝具、衣類の手入れ等 

      ③ 余暇の過ごし方  ※晴天時 雨天時のメニュー 

            ・個人又は小グループでの特技や趣味の指導と材料等の手配 

            ・散歩や運動及び外食 

            ・園芸・畑作、環境美化・整備 

（２）食事・健康に関する助言・指導 

      ① 栄養士による献立・調理等の助言・指導 

      ② 看護師による検診結果等についての助言・指導 

 

５ 短期入所利用者の受け入れ 

  居宅等において家族の疾病その他の理由により、短期間の入所が必要な一般就労や就

労事業所等を利用している人に居住の場を提供し、食事、入浴等の日常生活上の支援を行

います。 

また、長期に入所施設等を利用している利用者や特別支援学校から地域移行する人に

対し、地域での生活を享受する機会を提供します。 

 

６ 地域資源の利用等 

（１）育成会及び育成会本人部会への参加 

（２）地域のサークル等への参加     スポーツクラブ等 

 

７ ホームの課題と展望 

  多様化する地域のニーズに対応した運営を行います。 

（１）高齢化する入居者の心身の状況に応じて、介護保険サービス等を組み合わせて生きが

いをもって余生を過ごすことができるよう支援を行います。 

（２）家庭生活において困難に遭遇している障がい者に、小集団による自律的な生活ができ

るよう支援と観察を行い、関係の修復と適応性を図ります。 

（３）アパートの単身生活など自立した生活に向けて、ステップアップできるよう取り組み

ます。 
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雷鳥苑事業計画 

 

１ 基本方針 

  地域に在宅する知的障がい者に、ふれあいの場を提供するとともに、生活体験の広がり

の中で、一人ひとりが自立に向けて意欲と自信を育むよう支援します。 

（１） 利用者の障害の状況や能力、興味に適した活動場面を提供し、作業や活動への興

味をみいだし個性や長所の伸長を図ります。 

（２） 利用者一人ひとりの健康と安全に配慮し、安定した生活リズムを形成するととも

に、楽しく充実した日々を過ごせるように支援します。 

（３） 身辺生活自立への支援を通じて、生活習慣とコミュニケーションの形成に努めま

す。 

（４） 地域の人々との交流を深め、共生の理念に基づく地域づくりを推進するとともに、

障がい者の社会参加に努めます。 

（５） 就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動機会の提供を通じて、そ

の知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

 

２ 支援計画と内容 

個別支援計画に基づいて、一人ひとりの状況や目標に合わせた支援課題を見出し、

目標達成に向けて本人に寄り添った支援に努めます。 

従来の支援は継続して行い、今年度は下記の事項を重点課題として支援を行います。 

（１） 生活介護 

   日中活動の中で様々な活動を提供し、興味を引き出し意欲と自信を育みます。また体

動かす機会を積極的に取り入れ、楽しく充実した１日が過ごせるよう支援します。 

①リサイクル活動を中心に受託作業や手芸品づくりにも取り組み、作品作りの楽し

さを味わう。 

   ②畑作業や散歩など身体を動かす機会を積極的に取り入れ、働く楽しさや季節を感

じられるよう努めます。 

 

（２）就労継続支援（Ｂ型） 

   自立した日常生活や社会生活を送れるよう、生産活動を通して知識及び能力の向上

にむけて利用者と一緒に仕事に取り組み支援します。 

   ①ニンニクの栽培量（２０００）を増やし、加工品（黒ニンニク、ガーリックパウダ

ー）の生産工程にも責任を持って取り組めるよう支援します。 

   ②ラベンダー栽培では、法人内施設と連携し取り組んでいきます。草刈り機など農機

具の取り扱いにも挑戦できるよう支援します。 

   ③受託作業では、健康面、衛生面を意識して取り組めるよう支援します。 

 

３ その他 

①職員資質の向上 

年３回セルフチェックを行い、自己を見つめ直す機会を設けます。また法人内外での

研修等に積極的に参加し自己研鑽に努め、利用者支援の向上を目指します。 

②実習生の受け入れ 

 福祉への理解と人材育成を視野に入れ体験学習の場を提供します。 
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さつき苑 事業計画 

 

１ 基本方針 

 地域に在宅する知的障害者に、ふれあいの場を提供するとともに、生活体験の広がりの中

で、一人ひとりが自立に向けて意欲と自信を育むよう支援します。 

（１） 利用者の障害の状況や能力、興味に適した活動場面を提供し、作業や活動への興味 

 を見出し個性や長所の伸長を図ります。 

（２） 利用者一人ひとりの健康と安全に配慮し、安定した生活リズムを形成するとともに、 

楽しく充実した日々を過ごせるように支援します。 

（３） 身辺生活自立への支援を通じて、生活習慣とコミュニケーションの形成に努めます。 

（４） 地域の人々との交流を深め、共生の理念に基づく地域づくりを推進するとともに、 

障害者の社会参加に努めます。 

（５） 就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動機会の提供を通じて、その 

知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

 

２ 支援計画と内容 

サービス等利用計画に基づいた個別支援計画の中で、一人ひとりに必要な支援課題を見

出し、自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう適切な支援に努めます。 

従来の支援は継続して行い、今年度は下記の事項を重点課題として支援を行います。 

（１）生活介護（定員１８名） 

運動や体力づくり、創作活動を取り入れた週日課の中で、活動への興味を見出し、集

中力や持続力を培えるよう支援します。生活の中で身辺処理の自立に向けた援助を行

い、生活スキルの定着をめざします。 

①一人ひとりのできる力に目を向け、興味をもって取り組める作業を提供し、作品の 

  完成に向けて活躍できる場面を作ります。 

②穏やかな日々を過ごし、落ち着いて作業に参加できるよう環境を整えます。 

③畑作業や散歩にでかけ、収穫の喜びを感じ、心身の健康を保てるよう支援します。 

     

（２）就労継続支援（B 型）（定員２０名） 

   働くことに必要な知識やマナーが身につくよう、利用者と一緒に仕事に取り組み、

一人ひとりに必要な支援を行います。 

①とうきやラベンダーの栽培、よもぎの採集等計画的に入浴雑貨を制作します。 

②食品加工所の完成に伴い、野菜や果物の 1次加工や乾燥食品作りに取り組みます。 

③受託作業は、正確な作業で集中して取り組める環境を作ります。 

 

３ その他 

①ボランティアや実習生の受け入れ 

 障害者への理解と社会参加と交流の機会を広げます。 

②職員の資質向上 

 各種研修に参加し、専門的な知識とスキルアップにつなげます。  
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つつじ苑 事業計画 

 

１ 基本方針 

  地域に在宅する知的障害者に、ふれあいの場を提供するとともに、生活体験の広がりの

中で、一人ひとりが自立に向けて意欲と自信を育むよう支援します。 

（１）利用者の障がいの状況や能力、興味に適した活動場面を提供し、作業や活動への興   

味を見出し個性や長所の伸長を図ります。 

（２）利用者一人ひとりの健康と安全に配慮し、安定した生活リズムを形成するとともに、 

 楽しく充実した日々を過ごせるように支援します。 

（３）身辺生活自立への支援を通じて、生活習慣とコミュニケーションの形成に努めます。 

（４）地域の人々との交流を深め、共生の理念に基づく地域づくりを推進するとともに、障 

  害者の社会参加に努めます。 

（５）就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動機会の提供を通じて、その知 

識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

 

２ 支援計画と内容 

個別支援計画に基づき、一人ひとりの状況や目標に合わせた支援課題を見出し、自立し 

 た日常生活及び社会生活を営むことができるよう適切な支援に努めます。 

従来の支援を行いながら今年度は、下記の事項を重点課題として支援を行っていきます。 

（１）生活介護 

日中活動の中で一人ひとりの役割を設け責任感を養うとともに楽しく充実してすご 

せるようにします。 

（ア）今年度、紙粘土や和紙を使用してだるまや干支の置物の作品作りに取り組み感性や 

能力を引き出すと共に銀行や公共施設での作品展示を通じて広く地域の方につつじ 

苑のことを知ってもらえるように努めます。 

（ア）ブルーベリー栽培や畑作に取り組み季節を感じ屋外で身体を使って働く喜びを知 

ってもらうように努めます。 

（２）就労継続支援（Ｂ型） 

   自分で考え行動できるようにまた就労や自立した生活に向けて知識及び能力の向上 

のために必要な支援を行います。 

① 受託作業を取り組み作業方法や技術を身につくように支援します。 

② 就労に必要な知識、マナーや技術の形成に取り組み関係機関と連携し一般就労に

つなぎます。 

③自主製品の開発（機織り製品、入浴雑貨） 

④ブルーベリー栽培や畑作に取り組み季節を感じ屋外で身体を使って働く喜びを知

ってもらうように努めます。 

⑤一般就労の希望がある方に対して関係機関と協力・連携を行いチャレンジトレー 

ニング事業やトライアル雇用の機会を設け一般就労に繋がるように努めます。 

 

３ その他 

①ブルーベリー農園での作業 

 年間を通して定期的にブルーベリーの栽培について園主から学ぶとともに作業を

通じて地域の方と交流する機会を設けます。つつじ苑でのブルーベリー栽培の本数を
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３０本から１００本に増やします。 

②どんどん焼きのイベントでの販売 

 調理から販売まで携わることで一連の流れがわかり自分で作ったものが、売れる喜 

  びを味わう。 

調理や販売に携われる利用者を増やす。（１名→２名） 

③思いやりの木を満開にします 

 日頃のうれしかったことやたのしかったことがんばったことなどふりかえりその

エピソードを花びらに書き皆さんの幸せな気持ちで満開になるようにします。 

④アセスメント力の向上 

 各利用者の性格、特性、苦手なこと、強み等を日頃の状況をつぶさにみて情報を共

有し合い具体的な支援策に繋がるようにします。 
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工房よつば 事業計画 

 

１ 基本方針 

  地域に在住する知的障がい者に、ふれあいの場を提供するとともに、生活体験の広が  

 りの中で、一人ひとりが自立に向けて意欲と自信を育むよう支援します。 

（１）利用者の障がいの状況や能力、興味に適した活動場面を提供し、作業や活動への興味

を見いだし個性や長所の伸長を図ります。 

（２）利用者一人ひとりの健康と安全に配慮し、安定した生活リズムを形成するとともに、

楽しく充実した日々を過ごせるように支援します。 

（３）身辺自立への支援を通じて、生活習慣とコミュニケーションの形成に努めます。 

（４）地域の人々との交流を深め、共生の理念に基づく地域づくりを推進するとともに、障

がい者の社会参加に努めます。 

（５）就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動機会の提供を通じて、その知

識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

 

２ 支援計画と内容   

  個別支援計画を支援の柱とし、一人ひとりの状況や目標に合わせた支援課題を見出し、 

自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう適切な支援に努めます。 

 

就労継続支援(Ｂ型)  

  自立した日常生活や社会生活ができるよう、就労の機会を提供し、生産活動その他 

の活動の場を提供するとともに知識や能力の向上のために必要な支援を行います。 

○内容 

 ・自主製品   ・入浴用雑貨(よもぎ風呂)の製作 

           より品質の良いものの製作を安定的に行うことにより仕事へ

の自信や責任に繋げていきます。 

         ・よもぎを使用した製品開発 

           入浴雑貨に使用しているよもぎを余すことなく活用するため

によもぎオイルや染物の製作に着手し、よもぎ製品の種類拡

大に務めます。 

         ・ラベンダーの栽培 

           他事業所と連携しラベンダーの栽培に取り組むと共に、畑作

や園芸へ興味を持ち、季節を感じながら成長し喜びを感じら

れる機会と共に、製品化することでより達成感に繋げます。 

   ・受託作業   ・ダイキャストのゲートカット 

           ・入浴セット等の袋詰め 

           ・粗品用ごみ袋セット 

           ・カレンダー巻き・官公庁からの受注作業他 

 ・就労支援   ・必要な知識や技術の習得、見学・実習先の開拓 

 

３ その他 

  花の苗の栽培に取り組み、販売につなげていきます。 


